
○３章 ２次方程式 学習日 月 日

平方根を利用した解き方

年 組 番 名前

● 例題１ ●

次の２次方程式を解きなさい。

（１）χ２＋６χ－５＝０
－５を移項すると
χ２＋６χ＝５
両辺に６の半分の２乗をたすと
χ２＋６χ＋３２＝５＋３２

χ２＋６χ＋９ ＝５＋９
左辺を因数分解すると
(χ＋３)２＝１４

χ＋３ ＝±

χ＝－３± →88の例題1､98の例題2へ

問１ 次の２次方程式を にあてはまる数を入
れて解きなさい。

（１）χ２＋６χ－１＝０

－１を移項すると
χ２＋６χ＝
両辺に６の半分の２乗をたすと
χ２＋６χ＋ ＝１＋
χ２＋６χ＋９ ＝１＋９
左辺を因数分解すると
( )２＝１０

χ＋３＝±
χ＝

（２）χ２－４χ－３＝０

－３を移項すると
χ２－４χ＝
両辺に－４の半分の２乗をたすと
χ２－４χ＋ ＝３＋
χ２－４χ＋４ ＝３＋４
左辺を因数分解すると
( )２＝７

χ－２＝±
χ＝

（３）χ２＋８χ＋５＝０

５を移項すると
χ２＋８χ＝
両辺に８の半分の２乗をたすと
χ２＋８χ＋ ＝－５＋
χ２＋８χ＋１６＝－５＋１６
左辺を因数分解すると
( )２＝１１

χ＋４＝±
χ＝

１４

１４

１１

問２ 次の２次方程式を解きなさい。

（１）χ２＋６χ＋２＝０

（２）χ２－４χ－７＝０

（３）χ２＋８χ＋１＝０

（４）χ２－１０χ－３＝０


